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ゲノムデータベースの検索ソフトを無償公開 
- ゲノム地図の可視化と検索プログラムが誰でも自由に利用可能に - 

 
 
 遺伝子の総体であるゲノムの塩基配列「ゲノム地図」を調べることで、生命現象の

一部の謎解きを可能にすることができます。これまでに、さまざまな生物の塩基配列

が解読されゲノム地図は正確になりました。この位置にもとづいて記録された生物情

報が「アノテーション」として、謎解きに広く活用されています。しかし、データー

ベースは、研究者が活躍するに伴って増え続け、今では、数多くのアノテーションデ

ーターベースを照らし合わせないと謎解きの研究が進まない状況となっています。 
 理研横浜研究所ゲノム科学総合研究センター生命システムデータベースチームら

の研究グループは、このデータの照らし合わせを簡単に行うことができるゲノムデー

タベースの検索ソフト「オミックブラウズ」を開発し、１１月１日から無償で公開し

ます。 
 オミックブラウズは、病気の罹りやすさや薬の効き目に影響する遺伝因子など、ゲ

ノム上の遺伝子やアノテーション情報に関する多数のデータベース群を同時に検索

して可視化するという特徴があります。また、キーワードで重要な遺伝子を絞り込む

ことができるため、病気の原因遺伝子を探索することも可能です。こうした使い勝手

の機能を持つ「オミックブラウズ」によって、誰でも自由にゲノム地図を利用できる

ことになりました。このソフトを使って情報を活用することで、生命科学の研究が一

気に加速すると期待されます。 



 

 
(図) オミックブラウズの画面イメージ 
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◇ポイント◇ 
・病気の罹りやすさや薬の効き目に影響する遺伝因子の探索研究を加速させるツール 
・信頼するデータサーバ間でデータを分散共有でき、増大化するデータ量にも対応 
 独立行政法人理化学研究所（野依良治理事長）はゲノムデータベースの検索ソフト

「オミックブラウズ」を開発し、１１月１日から普及版の無償公開（オープンソース

では代表的なライセンス形態である「GNU GPL ライセンス」での提供）を開始しま

す。これは、理研横浜研究所ゲノム科学総合研究センター（榊佳之センター長）生命

システムデータベースチームの豊田哲郎チームリーダーらの研究グループによる成

果です。 
 オミックブラウズは、ゲノム上に存在する遺伝子（病気の罹りやすさや薬の効き目

に影響する遺伝因子）などの様々な情報（アノテーション情報）に関する多数のデー

タベース群を同時に検索して可視化するソフトで、データサーバとビューアから構成

されます。従来のソフトはゲノム上のアノテーションを単純に表示するものが中心

で、データ量が多い場合は表示に限界がありました。今回開発したオミックブラウズ

はこうした表示範囲に制限がなく、データ量が多い場合は瞬時に統計的な指標を計算

して表示します。さらにそこからキーワードで重要な遺伝子を絞り込むことができる

ため、病気の原因遺伝子を探索する研究を加速させます。また、一般的に、ゲノム科

学の統合データベースでは、少なくとも数百～千種類のデータベースを包含する大規

模なものになるため、オミックブラウズは従来ソフトよりもデータ統合化機能が強化

されています。従来ソフトにおける統合方式（DAS1）では、データベースごとにそ

れぞれアクセスが発生していましたが、オミックブラウズではそれらのデータベース

をまとめて１回のアクセスで済ませるため、データベース数の増加によるネットワー

ク負荷が軽減されています。 
 オミックブラウズは、これまで、ゲノム研究の分野で使われてきた実績があり、ヒ

ト、マウス、ナズナ、線虫などのデータコンテンツや、使い方マニュアル、設定ツー

ルも理研のウェブサイトから提供されます（http://omicspace.riken.jp/）。 
 本研究成果は、英国の科学雑誌『バイオインフォマティクス』のオンライン版（１

０月３１日付け：日本時間１１月１日）に掲載されます。 
 
 
1.背  景 
 近年、様々な生物種においてゲノムの塩基配列が解読されました。この配列が解

読される以前までは、ゲノム中に存在する遺伝子の形や位置をはっきりと数字で表

現することはできませんでした。ところが、ゲノム塩基配列が解読された結果、そ

の配列の先頭から何番目の塩基の場所かという「番地」の形式で、遺伝子の存在位



 

 

置を正確に表現できるようになりました。その結果、ゲノム塩基配列は精密な地図

の役割を果たすようになり、ゲノム地図での位置に基づいて記録された様々な生物

学情報は、「アノテーション」と呼ばれています。最近では、多くの人が自分の研

究の成果をアノテーションとして記録するようになったため、アノテーションのデ

ータベースがいくつも作られるようになりました。このような状況下で、研究者は

自分の研究データを、既存の多数のアノテーションデータベースに照らし合わせて、

統合的に解析をしないと研究が進まない状況に置かれています。 
 

2. 成 果 
 オミックブラウズは、ゲノム上に存在する遺伝子（病気の罹りやすさや薬の効き

目に影響する遺伝因子）などの様々な情報（アノテーション情報）に関する多数の

データベース群を同時に検索して可視化するソフトで、データサーバとビューアか

ら構成されています。データサーバは膨大なデータを統合する機能を持ち、ビュー

アは表示範囲に限界がない機能を持っています。 
 従来のソフトは、ゲノム上のアノテーションを単純に表示するものがほとんどで、

データ量が多い場合は表示に限界がありました。これに対し、オミックブラウズで

は表示範囲に制限がなく、データ量が多い場合は瞬時に統計的な指標を計算して表

示します。さらにそこからキーワードで重要な遺伝子を絞り込むことができるため、

病気の原因遺伝子を探索する研究を加速させます。 
 また、一般的に、ゲノム科学の統合データベースでは、少なくとも数百～千種類

のデータベースを包含する大規模なものになりがちなため、オミックブラウズは従

来ソフトよりもデータの統合化機能が強化されています。従来ソフトにおける統合

方式（DAS1）では、個々のデータベースごとにそれぞれアクセスが発生していま

したが、オミックブラウズではそれらのデータベースをまとめて１回のアクセスで

済ませるため、データベース数の増加によるネットワーク負荷が大幅に軽減されて

います。この機能により、利用者は自分の研究データを、理研が提供するアノテー

ション情報に照らし合わせて解析することができます。その際、利用者の内部研究

データが外部に漏洩しにくいようにも配慮されています。 
 さらに、利用者側のデータサーバの拡張性も優れており、複数のデータサーバを

次々と連携させていくことが容易なため、内部データ量の増加に対応できます。こ

のため、大学や製薬企業などの内部で所有する膨大な研究データを複数のデータサ

ーバに分散配置させることができ、その情報を公開ゲノム情報と統合化して内部で

活用していく場合には非常に有用なツールとなります。 
 オミックブラウズのビューアは、Macromedia 社の FLASH 技術を使って作成さ

れており、通常のウェブブラウザ上でも極めて快適に操作できるようになっていま

す。従来ソフトではアノテーションを画像イメージで表示していたため、表示デー

タが多いときは画像が画面からはみ出してしまい、利用者が全体像を一目で俯瞰で

きないことがありました。これに対し、オミックブラウズではアノテーションをベ

クトルイメージで表示しているため、高画質のまま拡大縮小を滑らかに行うことが

でき、全体像の俯瞰から、注目する局所部分の拡大まで、連続的に画面移動できる

ようになっています。 
 オミックブラウズは、これまで、理研の内外でゲノム研究に使われてきた実績あ



 

 

るソフトで、これまでの試用版よりも、より詳細な情報が閲覧できるように改良し

たプログラムを普及版として１１月１日から公開します（GNU GPL のライセンス

に基づく全ソースプログラムの公開）。このオミックブラウズは、理研のウェブサ

イトでも運営されており、ヒト、マウス、ナズナ、線虫などのデータコンテンツや、

使い方マニュアル、設定ツールもアップデートされたものがこのサイトで提供され

ます（http://omicspace.riken.jp/）。 
 
 

（問い合わせ先） 
独立行政法人理化学研究所 
ゲノム科学総合研究センター 
生命システムデータベースチーム 

チームリーダー  豊田 哲郎 
Tel : 045-503-9610 / Fax : 045-503-9553 

 
横浜研究推進部             川名 真澄 

Tel : 045-503-9117 / Fax : 045-503-9113 
 

（報道担当） 
独立行政法人理化学研究所 広報室 報道担当 

Tel : 048-467-9272 / Fax : 048-462-4715 
Mail : koho@riken.jp 



 

 

 
図 1 オミックブラウズの画面イメージ 
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